










1位 お母さんにやさしい国ランキング　
（セーブ・ザ・チルドレン/2017）

32位

世界のジェンダー フィンランド編

4 位

ジェンダーギャップ指数
（世界経済フォーラム調べ/2018）

110位

男女共同参画の先進国であり、子育て支援が手厚いことで有名なフィンランド。
社会全体が赤ちゃんを歓迎していると親が感じられるのは、妊娠期からの長期かつ
総合的な支援をする、「ネウボラ」の存在があるからです。
ネウボラは、フィンランド語で“ネウボ（neuvo）＝アドバイス”“ラ(la)＝場所”
という意味。妊娠から出産、子どもが生まれた後も基本的には6歳まで切れ目なくサ
ポートを提供します。「ネウボラおばさん」と呼ばれる特別な教育を受けた専門職
があり、子どもの健やかな成長と発達、母親及び家族の心身及び健康のサポートを
してくれます。
「子育て」を社会全体で担い、女性もフルタイムで働きやすい環境といえます。

国から支給される「育児パッケージ」
約50点のアイテムが入っている。

講座イベント開催報告

やりたいことが見えてくる～夢マップ講座
２回連続講座：平成30年9月27日（木）10月25日（木）

講座１日目には、自分の好きなもの・やりたいこ
との写真を切り貼りする「夢マップ作り」。講座
２日目には、完成した夢マップをもとに、お互い
に夢をシェアしあいました。

映画上映会＆ミニ感想シェア会
『Girl Rising～私が決める、私の未来～』
平成30年11月16日（金）

世界の女の子が直面する状況、そして彼女たちの持つ可能
性について描かれたドキュメンタリー風映画の上映会を開
催しました。上映後、映画の感想や、学びや気づきなど、
参加者の皆様のメッセージをシェアしました。

・女性の人権無視。生命の尊厳がおびやかされている現
実に怒りがわいてきました。私達に何ができるか？何を
どう変えていけば良いのか？自らに問いていきたい。
・「学校行きたくない」と言っている自分がすごく自己
中心的だと気づきました。
・「日本には男女差別や格差はない」と思っている人達
が意識を変えるきっかけとして、また上映してほしい。

参加者の感想から

妊娠から子育てまで切れ目ないサポート「ネウボラ」
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本のご紹介
Book review

毒親サバイバル
菊池真理子　KADOKAWA

家族の形は十人十色。だから、恨
んでもいいし、離れてもいい。
毒親育ちのマンガ家が、同じよう
に家族関係に苦しんだサバイバー

たちにインタビュー。11人の経験が詰まったコミッ
クエッセイです。
被害に気づいてもなお、関係を続けてしまう複雑な
心理。呪縛から逃れて新たな道を模索する姿。
自分と親、自分と子どもとの関係を考える一冊。

ダルちゃん(1・２巻）
はるな檸檬　小学館

わたしの「幸せ」ってなんだろう。
わたしにとっての「ほんとう」っ
てなんだろう。
どんなに悲しい思いをしても、そ

れでも朝はやってくる。24歳、人に合わせて生きてき
た普通のハケンシャイン、ダルちゃんが、擬態する日
々の中でわたしの幸福を見つけるまでの物語。
男女、しょうがい、居場所と生きかた。登場人物一人
ひとりが自分と向き合うテーマに考えさせられます。

・・

中学生の質問箱
性の多様性ってなんだろう？
渡辺大輔　平凡社

異性を好きになるのは普通？女らし
い、男っぽいっていったい何？
体の性別や心の性別、どんな対象を

好きになるのか、そもそも感情がわくのかどうか。
そんな分類からあなたの性の認識を探ってみませんか。
対話を通して、性的マイノリティや、社会と性の関係、
一人ひとり異なる自分らしさを見つめる一冊です。

・・

たてがみを捨てたライオンたち
白岩玄　小学館

仕事。火遊び。リア充生活。誰かに
誇示していなければ、「男」は生き
ていられないのか。
直樹、慎一、幸太郎、3人の日々か

ら見る男らしさと劣等感。専業主夫という選択、夫婦関
係の破綻、非モテのオタク生活。認めて欲しい気持ちを
脱ぎ去ったとき、彼らに残るものとは。
ある男は言う。「できないならできないって認めちゃう
方が楽だよ。」

国から支給される「育児パッケージ」

ちょっとつぶやき 「おいっこの、数々の発言について」

子どもの口から出る、素朴でストレートな疑問に、
はっとさせられる。
この子には、「30歳は子どもを産むもの」という
連想がなされていることへの驚きや興味と、
この問いを、誰彼かまわず言ってしまわないように
答えるにはと思案する自分への気づき。
社会の一員としての常識と、
個人と個人のつながりで揺れ動く一日。 7
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